
自然エネルギー信州パートナーズ
の取り組む事業紹介

エーテーオー株式会社 ウッドボイラー

カラマツストーブ普及責任共同組合

カラマツストーブ

「熱供給サービス事業」 「太陽光発電事業（支援型）」



鬼無里

長野駅

バスで1時間程度



人口の減少

地域の衰退
里山の荒廃

若者の流出

高齢化の深刻化

自治力の減少

林業の衰退

■鬼無里の現状と課題

「荒廃した里山を、昔の美しい姿に戻したい。
自治を取り戻し、この地域を持続可能にしたい。」



■学んだこと
・地域にあるものを大切にし、資源として活用している。
・省エネや自然エネを活用し、地産地消を実現している。
・環境と観光を結び付け、たくさんの交流人口を獲得している。

■まめってぇ鬼無里の試み①
・オーストリアに鬼無里によく似た里山の村があり、
地域起こしに成功しているとの情報を得て、交流をはかりました。

オーストリア ヴェルフェンヴェング村鬼無里



■自然エネルギーの可能性
・地域にお金が循環する仕組みが作れるのでは？ → 地域の雇用
・林業の活性化に貢献できるのでは？ → 里山の保全

■まめってぇ鬼無里の試み②
・鬼無里に住む人々のおよそ半分の家庭に訪問し、対話をしながら

家庭のエネルギーについて調査を行いました。

■調査からわかったこと
・冬場の寒さを乗り切るために、多くの化石燃料を消費している。
・鬼無里地区の灯油代は、年間8000万円にのぼる。

8000万円/年

海外へ

化石燃料を1割でも、自然エネルギーに切り替えることができれば・・・

地産地消

地域へ

自然エネルギー

800万円/年



■自然エネルギーを利用した仕事づくり vol.1
里山の再生を目指す、薪作りと利用の拡大

「薪ボイラー、カラマツストーブ」
薪の利用先を拡大

「薪ステーション」
薪作りで、地域の雇用を創出

「間伐や支障木の伐採」
里山の保全に貢献

（一社）自然エネルギー信州パートナーズ



■自然エネルギーを利用した仕事づくり vol.2
自治のシンボルとしての太陽光発電所の建設

「太陽光発電を建設」
自治のシンボルとして役割

（一社）自然エネルギー信州パートナーズ

信州パートナーズアセット株式会社

「太陽光のメンテナンス」
地域の雇用創出の一助に

草刈り 雪かき

鬼無里に維持・管理業務を委託

鬼無里太陽光発電計画

発電規模 50kW

年間予想発電量 50,000kWh

鬼無里地区の50世帯分の電力に相当

総事業費 １,８00万円

資金調達 市民出資
（おひさまファンド）

2015年春に着工予定



信濃の国おひさまファンド 現在募集中


